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説明的な文章を根拠を考えながら

読む力をはぐくむ指導の工夫
－「読みの『技』カード」づくりとその活用を通して－

特別研修員 橋本 公世 （千代田町立西小学校）

《研究の概要》

本研究は、説明的な文章を「読むこと」の学習において、「読みの『技』カード」を作

成し活用することにより、根拠を考えながら読む力をはぐくもうとしたものである。「読

みの『技』カード□一 」では、読み取った内容とともに根拠について友達と学び合いをし、

それを用いて自分の力で読み取りを進めていく。「読みの『技』カード□二 」では、読み取

りの根拠をまとめ直し、説明的な文章を根拠を考えながら読む力をはぐくんでいこうとした。

○ はじめに

本校の児童は、読む力が不足しているために、

他の領域・教科でも力を発揮できないことが多

い。「話すこと・聞くこと」の学習では、スピー

チのためのメモを書いてもそれを満足に読むこと

ができなかったり、社会や算数、理科の学習では、

文章で出された課題を正しく読み取ることができ

ず、題意に沿って答えられなかったりする。また、

調べ学習で自分の課題に関係のある資料を見付け

ても、必要な情報だけを選び出すことができず、

ただ丸写しにしていたり、課題に関係のない部分

まで使おうとしたりしている。

「読むこと」の学習においても、国語の教科書

に載っているなど、何度も読んできた文章は読み

取れるが、初めて接する文章を読み取ることは苦

手である。これは、文章のどこに着目して読み取

ればいいのか、筆者はどのような述べ方をしてい

るのかなど、読み取り方が身に付いていないため

であると考える。

中学年の「Ｃ読むこと」では、目的に応じて、

中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考

え、文章を正しく読むことの指導がなされてきた。

しかし、説明的な文章の学習において、児童は、

文章の内容を要約する、文章の構成をつかむ、段

落の関係を理解するなど、文章をまとまりとして

大きくとらえることの理解は不十分である。文章

を細かい点に注意して読むことはおおむねできて

いる。
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の「Ｃ読むこと」の内容のイには、「目的や意図

などに応じて、文章の内容を的確に押さえながら

要旨をとらえること」とある。自分の読みの目的

や筆者の意図などに応じて文章の内容を的確に押

さえるためには、読み取る側が、文章のどこに着

目すればよく、そこからどのように考えればよい

のかを理解している必要がある。それにより、文

章構成を理解した上で的確に要旨をとらえること

ができ、題意を正しくとらえて問題に答えたり、

たくさんの資料の中から自分に必要な情報を読み

取ったりすることができると考える。

そこで、本研究では、説明的な文章を、根拠を

考えながら読む力をはぐくむために、「読みの

『技』カード□一 、□二 」を作成・活用する学習活動

を行う。「読みの『技』カード□一 」には、読み取

る際に、文章のどこに着目し、どのように考えた

のかという読み取りの根拠を書いていく。そして、

自分なりに考えた読み取りの根拠を友達同士で教

え合う活動を行う。これにより、自分がもってい

なかった考え方や、より目的や意図にあった読み

取り方を知ることができると考える。自分が考え

た根拠が友達の役に立つことで学び合う楽しさを

味わうこともできる。

さらに、自分で考えたり友達と教え合ったりし

た根拠を用いて、自分の力で読み取りを進める活

動を行うことで、根拠をもって的確に読み取る力

が身に付くようにする。「読みの『技』カード□二 」

には、学習を通して考えた読み取りの根拠をまと

め、根拠を考えながら読む力の定着を図る。

以上のことから、説明的な文章を「読むこと」

の学習において「読みの『技』カード□一、□二 」を

作成し活用することが、説明的な文章を根拠を考

えながら読む力をはぐくむ上で有効であると考

え、本主題を設定した。

群 G01 - 02

教

セ 平18.234集



- 27 -

Ⅰ 研究の概要

１ 基本的な考え方

説明的な文章を根拠をもって読む力について

説明的な文章を根拠をもって読む力とは、文章

の内容を読み取るとともに、文章のどこに着目し、

どのように考えたのかという読み取りの根拠をも

ち、自分の読みの目的や筆者の意図などに応じて

自分の力で読み取りを進めていくことのできる力

であると考える。それは、授業で扱った教材文の

内容を理解することだけではなく、どのような文

章に出会ったときでも自分に必要な情報を読み取

ることができたり、書き手の意図を的確にとらえ

たりできるということであり、今後の学習活動や

生活の中で、他の文章を読み取る際にも役立てる

ことができるものであると考える。

２ 研究の内容及び方法

(1) 研究の内容

① 研究の手立て

ア つかむ過程において、説明的な文章を根拠

を考えながら読み取り、「読みの『技』カー

ド □一 」に書くことで、文章の内容を理解す

るとともに、説明的な文章を読み取るには、

文章のどこに着目し、どのように考えればよ

いのか、明確にしながら読めるようにする。

イ 深める過程において、読み取りの根拠を友

達と教え合うことで、考えを広げたり、より

目的や意図に応じた読み取り方を知ったりす

ることができるようにし、また、見付けた根

拠を用いて自分の力で読み取りを進めていく

ことで、根拠を明確にして説明的な文章を読

み取ることへの理解を深めることができるよ

うにする。

ウ まとめる過程において、これまでの学習で

見付けた読み取りの根拠を整理して「読みの

『技』カード□二」にまとめることで、文章の

着目点や読み取りの際の考え方のポイントを

身に付け、説明的な文章を根拠を考えながら

読む力がはぐくまれるようにする。

② 「読みの『技』カード」の作成について

「つかむ過程」では、「読みの『技』カード□一 」

を作成する。教材文から読み取った内容を一覧表

にまとめるとともに、「読みの『技』カード□一 」

に自分なりの読み取りの根拠を書いていく。根拠

を明確にしながら読み取ることで、文章のどこに

着目し、それをどのように考えればよいのか考え

ながら読もうとするようになる。それにより、自

分の読みの目的や筆者の意図などに応じて的確に

読み取ることができるようになる。

「まとめる過程」では、これまでの学習で見付

けた読み取りの根拠について整理し、「読みの

『技』カード□二 」にまとめる。自分の読みの目的

や筆者の意図などに応じて的確に読み取るために

は、文章のどこに着目しそれをどのように考えた

のか、もう一度確認し直すのである。それにより、

説明的な文章を根拠を考えながら正しく読む力を

はぐくむことができる。

③ 「読みの『技』カード」の活用について

「深める過程」では、４～５人のグループで、

自分が考えた読み取りの根拠を教え合い、「読み

の『技』カード□一 」に書き足していく。友だちと

学び合いをすることで、自分の考えに自信がもて

たり、自分では考えなかった読み取りの根拠に気

付いたりして、より目的や意図に応じた読み取り

をすることができる。

また、友達と教え合う活動を設定することで、

自分自身が新しい発見をしたり、自分が考えた読

み取りの根拠が友達の役に立ったりするなど、学

び合う楽しさを味わうことができ、読むことの学

習に意欲的に取り組めるようになる。読み取りが

苦手な児童にとっても、自分の力で課題を解決し

ていける機会を増やしていくことになる。

児童同士の学び合いは、教える側の児童が、必

要なことをうまく伝えられなかったり、教えすぎ

てしまったりするなど難しい面もある。しかし、

読み取った内容ではなく、文章のどこに着目し、

それをどのように考えたのかという読み取りの根

拠を教え合うことで、教えてもらった側の児童も

それを生かして自分の力で読み取りを進めること

ができ、有効な学び合いができると考える。

さらに、「読みの『技』カード□一 」を確認しな

がら、読み取りの根拠を用いて自分の力で読み取

りを進める活動を設定する。そうすることにより、

明確な根拠をもつことができれば、的確な読み取

りをしやすくなることが実感できる。そして、文

章のどこに着目し、どのように考えれば的確に読

み取ることができるのかを確認することができ、

根拠を明らかにして読み取ることへの理解を一層

深めることができる。
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(2) 研究の方法

① 授業実践計画

対 象 邑楽郡千代田町立西小学校 ５年３組 29名 実施期間 平成18年10月下旬（８時間）

題材名 「ニュース番組作りの現場から」（光村図書 ５年）

② 抽出児童

Ａ 説明的な文章を読むことに苦手意識をもっており、文章の中心となる語や文を捉えて要約

(男) することが身に付いていない。特集作りの過程、報道スタッフの工夫や願いなどを根拠をも

って読み取る学習を通して、文の中心を捉えるために着目すべき言葉について理解させてい

きたい。

Ｂ 説明的な文章の学習が好きである。しかし、文章を意味のまとまりで大きくとらえること

(女) には苦手意識があるので、読み取りの際に根拠を明確にし、特集作りの過程、報道スタッフ

の工夫や願いなどを自分の力で一覧表にまとめる学習を通して、文章構成を理解させていき

たい。

(3) 題材の考察と目標、評価規準

本題材では、まず、ニュース番組制作の現場について書かれた文章を読み取り、ニュース番組制作の

手順を知る。また、制作スタッフには工夫や願いがあることを知る。そして、それを知った上で、自分

たちもテーマを決めてニュースを発信する。そのため、児童に読み取りの意欲や目的意識をもたせやす

考 い上に、これらの活動を通して、視聴者として接するだけだったニュース番組を多面的に見ることがで

き、情報活用についての視野を広げていくことができる。また、本教材は、時間の流れに沿って、報道

スタッフの役割やニュース番組制作の手順が分かりやすく整理されている。その点で、時系列に沿って

大事な事柄に注意して読み取る文章として適している。ニュース番組制作の過程や報道スタッフの工夫

や願いを表にまとめさせることで、どの段落にどんな内容が書かれているのかを的確に理解させたり、

察 文章構成や要旨をとらえさせたりしていきたい。その際に、読み取りの根拠をしっかりと考えさせるこ

とで、説明的な文章の読み取り方にも気付かせていきたい。さらに、ニュース番組作りの過程で、ニュ

ースを分かりやすく伝えるための工夫やニュースにかける報道スタッフの思いを読み取らせることで、

テレビ画面には現れない部分を理解させ、新しい世界を知る喜びを味わわせたい。

目 ニュース番組作りの過程と報道スタッフの工夫や願い、考えを、根拠を明確にしながら読み取り、要

標 旨をとらえる。

国語への関心・意欲 読 む 能 力 言語についての知識

評 ・態度 ・理解・技能

○文章のどこに着目 ○特集作りの過程、報道スタッフの工夫や願いなど ○特集作りの過程、

価 してどのように考 を、文章のどこに着目し、どのように考えたのか 報道スタッフの工

えたか、自分なり という根拠をもって読み取っている。 夫や願いなどを読

規 の根拠をもって読 ○自分で見付けたり、友達と教え合ったりした読み み取る際に、主語

み取ろうとしてい 取りの根拠を用いて、特集作りの過程、報道スタ と述語の関係、文

準 る。 ッフの工夫や願いなどを表にまとめている。 末表現などに着目

している。
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(4) 指導計画

時間 学 習 活 動 学 習 へ の 支 援 評 価 項 目

１ ○題材全体の見通 ○説明文の学習の後、実際にニュースを発信する活動をすることを (関)ニュースを伝えるこ

しをもつ。 知らせ、読みの目的や意欲をもたせる。 とに関心をもち、身の

○全体を読み内容 ○難しい語句は、辞書で調べるとともに文脈から意味をつかむ学習 回りの出来事から知り

の大体をつかむ。 を行い、文章の内容を正しく理解できるようにする。 たいことや伝えたいこ

とを探そうとしている。

２ ○根拠について知 ○「根拠」とは、読み取る際に文章のどこに着目したか、どのよ (読)課題提示文とまとめ

る。 うに考えて読み取ったかであることを押さえる。 の文を読み取り、根拠

○課題提示文とま ○課題提示文とまとめの文を先に読み取り、そこから「中」の内 を「読みの『技』カー

とめの文を読み 容を予想することで、筆者の意図や文章全体の構成を的確にと ド□一」に書いている。

取る。 らえられるようにする。 (言)文章構成、文末表現

などに着目している。

３ ○根拠を考えながら ○特集作りの過程を読み取った根拠を「読みの『技』カード□一 」に (関)自分なりの根拠を考

特集作りの過程を 書くことで、文章のどこに着目し、どのように考えたのかを明ら えながら読み取ろうと

読み取る。 かにしながら読み取らせるようにする。 している。

○根拠をグループ ○読み取りの根拠をグループで教え合ったり全体で確認したりし、 (読)特集作りの過程を読

で教え合ったり、 主語と述語の関係や文末表現、題名に関係のある言葉などに着目 み取り、根拠を「読み

全体で確認した すればよいことを押さえる。 の『技』カード□一 」に

りする。 書いている。

４ ○読み取りの根拠 ○特集作りの過程を一覧表にまとめさせることで、文章全体の構 (読)読み取りの根拠を基

を基に、自分の 成をつかみやすくさせる。 に、特集作りの過程を

力で特集作りの ○つまずいている児童には、前時で確認した読み取りの根拠を「読 表にまとめている。

過程を読み取り、 みの『技』カード□一」で確認させたり、必要に応じて友達同士 (言)主語と述語の関係や

一覧表にまとめ で学び合いの時間を設けたりする。 文末表現、題名に関係

る。 ○第５，６段落には、特集作りの過程ではなく取材結果が書かれ のある言葉などに着目

ていることを押さえる。 している。

５ ○根拠を考えながら ○報道スタッフの工夫や願いなどを読み取った根拠を「読みの『技』 (読)報道スタッフの工夫

報道スタッフの工 カード□一 」に書くことで、文章のどこに着目し、どのように考え や願いなどを読み取り、

夫や願いなどを読 ればよいのか確認させながら読み取らせるようにする。 根拠を「読みの『技』

み取る。 ○つまずいている児童には、前時までの活動を振り返らせたり、個 カード□一 」に書いてい

別指導をしたりする。 る。

６ ○読み取りの根拠 ○前時に「読みの『技』カード□一」に書いた根拠をよく見直させ、 (関)根拠を友達に教えよ

を友達と教え合 自分の考えをしっかりともってグループの友達と根拠を教え合 うとしている。

ったり全体で確 えるようにする。 (読)友達と教え合った根

認したりする。 ○読み取りの根拠を友達と教え合ったり、全体で確認したりする 拠を「読みの『技』カ

ことで、自信をもったり、自分では気付かなかった読み取りの ード□一 」に書き足して

根拠に気付いたりできるようにする。 いる。

７ ○読み取りの根拠を ○報道スタッフの工夫や願いなどを表にまとめさせることで、文章 (読)読み取りの根拠を基

用い、自分の力で 構成をつかみやすくさせる。 に自分の力で報道スタ

報道スタッフの工 ○つまずいている児童がいたら、「読みの『技』カード□一」を見直 ッフの工夫や願いなど

夫や願いなどを読 させたり、必要に応じてもう一度友達同士で教え合う時間を設 を表にまとめている。

み取る。 けたりする。

８ ○読み取りの根拠を ○これまで学習した読み取りの根拠を「読みの『技』カード□二 」に (読)読み取りの根拠を読

「読みの『技』カ まとめ、説明的な文章を根拠をもって読み取ることが定着する み取った内容ごとに振

ード□二」にまとめ、 ようにする。 り返り、まとめている。

意見や感想を書 ○ここでまとめた読み取りの根拠は、他の文章を読み取るときに

く。 も活用できることを押さえる。

【
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】
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Ⅱ 実践の概要

ア 説明的な文章を、どこに着目し、どのように考

えて読み取ればよいのか、根拠を明確にしなが

ら読もうとするための、「読みの『技』カード□一 」

を作成する活動

根拠を考えながら読み取ることが身に付くよう

に、「根拠」とは、「文章のどこに着目して読み

取ったのか。」「なぜそのように考えたか。」であ

ることを繰り返し確認し、既習事項である投げか

けの文とまとめの文を読み取る際にも、根拠を考

えながら読み取る活動を行った（資料１）。

資料１ 「ニュース番組作りの現場から」一覧表

投げかけの文を読み取る場面では、児童は、文

末が「～てみましょう」「～か」など、疑問や投

げかけの形になっている文を選んでいた。しかし、

根拠を考えながら読み取ることには慣れておら

ず、文章のどこに着目したのか、なぜそのように

考えたのかと問われると、とまどう様子が見られ

た。そこで、前学年までの学習を思い起こさせ、

投げかけの文とはどのような文なのか話し合わせ

たところ、「筆者がこれから述べようとしている

こと」「考えてほしいことについて呼びかけてい

る文」などの意見が出た。すると、文末表現や題

名に使われている「ニュース番組」などの言葉に

着目し始め、ほとんどの児童が根拠を考えること

ができた。また、文章構成に着目し、「投げかけ

の文」は「はじめ」「中」「終わり」の「はじめ」

に書いてあることに気付き、「文章全体のはじめ

にあるから」という根拠を考えた児童もいた。投

げかけの文について話し合いの時間を取ったこと

で、まとめの文では、投げかけの文の時よりも早

く根拠を書くことができた。

特集作りの過程を読み取る場面では、過程とは、

特集を作るために報道スタッフが行ってきたこと

なので、「主語（報道スタッフは）」と「述語（～

しました。）」に着目することで読み取っていく

ことができた。約半数の児童が、主述の関係に着

目して読み取っていた。その他に、投げかけの文

とまとめの文を読み取る場面で考えたことを生か

し、文末表現や題名に関わる言葉を根拠に挙げる

児童も多かった。また、読み取りを進めていくう

ちに、「筆者は、段落の初めに特集作りの過程を

述べていることが多い」など、筆者の述べ方に気

付く児童も出てきた。

第５、６段落には特集作りの過程が書かれてい

ないのだが、「特集作りの過程は、主語が『報道

スタッフ』になっている」という根拠を見付けて

いたので、ほぼ全員の児童が第５、６段落には取

材結果が書かれているということを読み取ること

ができた。

報道スタッフの工夫や願いなどを読み取る場面

では、事実ではなく、意見や考えを表す言葉に着

目して読み取っていく必要がある。ほとんどの児

童が、「～と考えて」「工夫」「最も大切なのは」

「最も伝えたかったこと」などの言葉に着目して

読み取ることができた。

抽出児Ａは、投げかけの文やまとめの文を読み

取る際に、「はじめ」や「終わり」を探せばよい

ということや、文末表現に着目すればよいことが

分かり、「読みの 『 技 』カード□一 」に書くこと

ができていた。特集作りの過程を読み取る場面で

は、題名にある言葉に着目すればよいことが分か

り、さらに読み取りを進めるうちに、過程は段落

のはじめに書かれていることを見付け、「読みの

『技』カード□一 」に書き足していた。そして、報

道スタッフの工夫や願いなどを読み取る場面で

は、特集作りの過程を読み取る場面での考えを生

かし、段落の後半部分に書かれていることが多い

ということを読み取っていた（資料２）。

抽出児Ｂは、投げかけの文やまとめの文を見付

けることは比較的に早くできていたが、根拠を見

付けることがなかなかできなかった。「文章のど

の言葉からそう考えたのかな。」と言葉かけをし

たが、特に意識せずに読み取っているらしく、し

ばらく迷っていた。その後、「はじめ」と「終わ

り」に着目するということに気付き、読み取りを

進めるうちに、次第に根拠を考えることができる

ようになった。「読みの『技』カード□一 」への記

述も、友達に教えてもらった根拠よりも自分で考

えた根拠の方が多くなっていった（資料３）。
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資料２ 抽出児Ａの「読みの『技』カード□一 」

資料３ 抽出児Ｂの「読みの『技』カード□一 」

このように、読み取りの初めの段階では、根拠

がはっきりしないまま何となく読み取っていた児

童が、常に根拠を考えながら読み取りを進めてい

く活動を通して、文章中のどのような言葉に着

目して読み取るのか、筆者はどのような述べ方

をしているのか、説明的な文章の構成はどのよう

になっているのかなどに気付くことができるよう

になってきた。

これらのことから、説明的な文章を読み取る際

に、根拠を考えながら読むことにより、文章の中

の着目すべき言葉に気付き、段落の要点や文章構

成などを理解できるようになったと考える。

イ 考えを広げたり、より目的や意図に応じた読

み取り方を知ったりするための、友達と根拠を

教え合う活動

根拠を明確にして説明的な文章を読み取るこ

とへの理解を深めるための、自分の力で読み

取りを進める活動

児童はこれまで、根拠を考えながら読み取ると

いうことを特別に意識してきていなかったため、

学習の初めの段階では、内容を正しく読み取

っていても、なぜ自分がそ

のように読み取ったのかがは

っきりしない児童が多かった。

しかし、友達との学び合いを

通し、あいまいだった考え

が明確になったり考えが広が

ったりし、次第に根拠を書

くことができるようになっ

た児童が多数見られた。

投げかけの文を読み取る場

面では、文末表現を根拠に

読み取った児童が多かった｡

しかし、「～みましょう｡｣｢な

ぜ～なのか｡｣｢～か｡｣など疑

問形や投げかけの形になっ

ている文が複数あり、意見

が分かれた。

話し合いの中で児童の中

から「筆者がこれから述べ

ようとしていることだから、

文章全体の初めにある」「題

名にある『ニュース番組』と

いう言葉がある」など、文

末表現以外の根拠が出てき

たことにより、正しい投げかけの文を読み取るこ

とができた。このことから児童は、根拠が明確に

なっていると、正しく読み取れるということを確

認できたと思われる。

特集作りの過程を読み取る場面でも、グループ

の中で意見が分かれてしまうことがあった。初め

のうちは、司会役の児童がどのように意見をまと

めればよいのか分からない様子のグループが多か

った。そこで、読み取りの根拠を基に、正しく読

み取っているのはどれか、話し合うように助言

した。すると、児童の発言ややりとりが活発にな

り、意見をまとめることができるグループが増え

てきた。

特集作りの過程を読み取る場面や報道スタッフ

の工夫や願いなどを読み取る場面では、第２段落

から第４段落までを根拠を考えながら読み取り、

友達との学び合いを通して根拠についての考えを

広げたり深めたりした後、残りの段落を自分の力

で読み取る活動を行った。第２段落から第４段落

の読み取りに時間がかかったり、読み取っても自

信がもてなかったりした児童も、友達との学び合

いで文章中の手がかりにする言葉や文が分かり、

残りの段落は、ほとんどの児童が自分の力で一覧

表にまとめることができていた。
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資料４ 抽出児Ａの「友だちが見付けた根拠」

資料５ 抽出児Ｂの「友だちが見付けた根拠」

また、自分の力で読み取る学習の途中に、必

要に応じて再度学び合いの時間を設けたことで、

特に読み取りが苦手な児童も、文章中の着目すべ

き言葉を確認することができ、自分の力で一覧表

に書き込む様子が見られるようになった。

抽出児Ａは、友達との学び合いを通して、投げ

かけの文やまとめの文を読み取る際には、題名に

ある言葉に着目すればよいことを学び、「読みの

『技』カード□一 」に書き足していた。特集作りの

過程、報道スタッフの工夫や願いなどを読み取る

場面でも、学び合いを通して、文末表現や考えを

表す言葉など、自分が見付けられなかった根拠に

ついての考えを広げることができた（資料４）。

抽出児Ｂは、投げかけの文やまとめの文を読み

取る場面では、根拠がなかなか考えられず、迷っ

ている様子が見られた。特集作りの過程、報道ス

タッフの工夫や願いなどを読み取る場面では、初

めのうちは、自分が考えた根拠よりも友達が考え

た根拠の方が多く書いてあった。しかし、友達と

の学び合いを重ねるうちに自分で考えた根拠の

方が多くなってきて、次第に文章中の着目すべ

き言葉が分かってきた様子が見られた（資料５）。

このように、読み取りの根拠を友達と教え合

う活動を行ったことで、それぞれの読み取りの場

面で、文章のどこに着目し、どのように考えれば

よいのか、考えを広げた

り深めたりすることが

できた。また、読み取

りの根拠を、読み取っ

た内容が妥当であるか

を確かめるために役立

てることもできた。

児童は、読 み取 り

の根拠を友達と教え

合うことにより、場面

ごとに、目的や意図に

応じた読み取りをする

ことができるようにな

った。また、自分で考

えたり、友達に教えら

れたりした読み取りの

根拠を用いて、自分の

力で読み取りを進める

活動を行うことによっ

て、再度根拠を確認す

ることができ、根拠を

明らかにして説明的な

文章を読み取るという

ことへの理解を深めることができた（資料６）。

資料６ 学び合いの様子

ウ 文章の着目点や、読み取りの際の考え方の

ポイントを身に付けさせ、説明的な文章を根拠

を考えながら読む力をはぐくむための、読み取

りの根拠を整理して「読みの『技』カード□二 」にま

とめる活動

児童の感想に「根拠を友達と話し合ったことで、

自分で答えを書くことができてよかった」「投げ

かけの文は文章の初めにあることが分かった」「こ
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れからは文章中のキーワードを見つけられるよう

にしたい」「題名に出てくる言葉は、投げかけの

文やまとめの文に関係があることが分かった」「文

末を読むと読み取りたいことが見つかることが分

かった」「文章の中の着目する言葉が分かると、

すぐに答えが見つけられた」「次の説明文を読む

ときに生かしていきたい」などの言葉が見られた。

抽出児Ａは、「題名にある言葉」や「文末表現」

「文章の中に出てくる言葉」に着目することで、

読み取りたい内容が見付けやすくなるということ

に気付き、感想に書いていた（資料７）。

資料７ 抽出児Ａの「読みの『技』カード□二 」に記述

された感想

抽出児Ｂは、友達と話し合ったことで自分の考

えが広がったことに気付くことができた。また、

文章を読み取る上で、根拠が役立つものだという

ことを理解することができ、根拠をまとめ直す活

動を通して、他の説明的な文章を読む自信をもつ

ことができた（資料８）。

学習のまとめ

の段階で、読み

取りの根拠を再

度振り返ったこ

とで、児童は説

明的な文章を読

み 取 る際 の 根

拠 を 再 確認 す

ることができた。

また、これらの

学習を通して、

自分ができるよ

うになったこと

も実感すること

ができた。

「感想・意見」の欄には、「友達が発表した根

拠を覚えておこうと思った。」「これからは、文

末や題名にある言葉に気を付けて読んでいこうと

資料８ 抽出児Ｂの「読みの

『技』カード□二 」に

記述された感想

思った。」「説明文を借りて読んで、自力で表に

まとめてみたいと思った。」など、次の学習への

意欲をもっていることが分かる記述が見られた。

これらのことから、これまでの学習で見付けた

読み取りの根拠を整理し「読みの『技』カード□二」

にまとめたことで、児童は文章の着目点や読み取

りの際の考え方のポイントを身に付け、根拠を明

確にして読み取る力が定着し、説明的な文章を根

拠を考えながら読む力をはぐくむことができたと

考える。

Ⅲ 研究のまとめ

１ 成果

○ 根拠を明らかにしながら読み取る活動を通し

て、児童は、文末表現や題名にある言葉、主語

と述語の関係などに着目すればよいことに気付

くことができた。また、根拠を考えていく中で、

筆者の述べ方や文章構成などに気付き、読み取

りに生かすことができた。

○ 読み取りの根拠を友達と教え合う活動を行っ

たことで、それぞれの読み取りの場面で、文章

のどこに着目して読み取ればよいのかについて

考えを広げたり深めたりすることができた。ま

た、読み取りの根拠を用いて、読み取った内容

が妥当であるかを確かめるためにも役立てるこ

とができた。

２ 課題

○ 本研究を通して、児童が主体的に読み取りを

進めたり、児童同士で有効な学び合いをするた

めには、考えの根拠を明確にもつこと、そして

それを言葉で表現することが大切であることが

分かった。そこで、さらに、これらの力をはぐ

くむために、考えを明確にもつためのワークシ

ートの工夫や、児童同士の交流を通して考えを

広げたり深めたりするための学習形態の工夫を

追求していきたい。

（担当指導主事 村田 伸宏）

Ｗｅｂ検索キーワード

【国語ー小 読むこと 説明的な文章 根拠

「読みの『技』カード」】
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